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皆
様
に
は
日
頃
か
ら
、
町
内
会
活
動
へ

の
ご
参
加
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
自
治
会
・
町
内
会
の
運
営
が
曲

が
り
角
を
迎
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
加
入
率
の
低
下
と
高
齢
化
に
よ
る
役

員
の
担
い
手
不
足
や
、
集
合
住
宅
を
中
心

と
し
た
未
加
入
者
の
増
加
な
ど
が
主
な
原

因
の
よ
う
で
す
。

　
「
町
内
会
」
は
ご
近
所
同
士
が
住
み
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
み
ん
な
で
相

談
し
、
意
見
を
ま
と
め
て
、
実
行
し
て
い

く
役
割
を
持
つ
組
織
で
す
。
特
に
日
常
起

こ
っ
て
し
ま
う
“
困
っ
た
こ
と
”
に
対
し

て
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。「
町
内
会
」

と
い
う
集
ま
り
の
場
が
あ
る
た
め
、
解
決

に
向
け
て
話
し
合
い
が
で
き
る
こ
と
や
、

早
い
段
階
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
問
題
が

大
き
く
な
り
に
く
い
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
町
内
会
」
と
い

う
組
織
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
ご
近
所
同
士

の
関
わ
り
か
ら
安
心
安
全
な
住
環
境
形

成
、“
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
”
が
で

き
ま
す
。
大
型
災
害
な
ど
の
た
め
の
防
災

訓
練
、
非
常
食
や
非
常
用
物
品
の
備
蓄
な

ど
、
協
力
体
制
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。「
町

内
会
」
で
は
、
多
様
な
役
割
を
住
民
み
ん

な
で
協
力
し
て
担
い
合
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
互
い
の
負
担
を
均
し
て
、
無
理
な

く
役
割
を
果
た
し
合
え
る
関
係
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ご
近
所
同
士
の
繋
が
り
づ
く
り
に
、「
町

内
会
」
は
と
て
も
大
切
な
存
在
で
す
。
た

く
さ
ん
の
方
々
が
穏
や
か
に
つ
な
が
り
合

う
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

「
町
内
会
」
の
良
さ
を
見
つ
め
な
お
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

地
域
に
は
多
く
の
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

町
内
会
、
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
地

域
に
お
け
る
助
け
合
い
、
さ
さ
え
合
い
が

で
き
る
関
係
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
、
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会

�

会 

長
　
土
橋
　
周
美

町
内
会
の
良
さ
を
見
直
し
ま
せ
ん
か

町
内
会
の
良
さ
を
見
直
し
ま
せ
ん
か

　

⼤
正
地
区
は
⼤
規
模
な
新
興
住
宅
地
の
造

成
に
よ
り
、
近
年
移
り
住
ん
だ
住
⺠
が
多
い

地
域
と
⾼
齢
者
夫
婦
を
中
⼼
と
し
た
古
く
か

ら
の
農
村
地
域
と
に
分
か
れ
、
⼤
正
地
区
公

⺠
館
を
挟
ん
で
南
北
で
異
な
る
特
性
を
持
つ

地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

⼤
正
地
区
の
二
千
四
百
五
十
四
世
帯
の
う

ち
、
町
内
会
加
⼊
率
は 

四
十
三
、七
％
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
新
興
住
宅
街
で
の

⾃
治
会
結
成
が
進
ま
な
い
こ
と
に
加
え
、
既

存
の
⾃
治
会
で
も
住
⺠
の
⾼
齢
化
に
よ
る
役

員
の
な
り
⼿
不
⾜
か
ら
解
散
が
相
次
い
で
い

る
た
め
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
一
年
後
に
は

地
域
と
の
繋
が
り
を
持
た
な
い
世
帯
が
六 

割
を
超
え
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　

⼤
正
地
区
公
⺠
館
の
北
側
に
広
が
る
地
区

は
、
若
い
共
働
き
夫
婦
の
核
家
族
世
帯
が
多

く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
⼤
正
⼩
学
校
に
通
う

児
童
二
百
二
十
一
名
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
地

区
の
⼦
ど
も
た
ち
で
す
が
、
町
内
会
も
⼦
ど

も
会
も
存
在
し
な
い
た
め
、
公
⺠
館
だ
よ
り

や
地
区
運
動
会
、
夏
ま
つ
り
、
公
⺠
館
ま
つ

り
と
い
っ
た
⼦
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
み
た
い

⾏
事
の
案
内
を
、
⾃
治
会
を
通
じ
て
配
布
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
地
区
総
合
防
災
訓
練
な
ど
の
地
域
の
防
災

情
報
も
届
き
に
く
い
状
況
で
す
。 

　

こ
の
北
側
の
若
い
共
働
き
家
庭
と
南
側
の

⼤
正
地
区

⼤
正
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

⼤
正
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

　
ほ
っ
と
⼤
正
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
ほ
っ
と
⼤
正
ま
ち
づ
く
り
協
議
会  

��

会
⻑
会
⻑
　　
加
柴
加
柴  

茂茂

農
村
⾼
齢
者
世
帯
が
、
真
ん
中
に
位
置
す
る

⼤
正
地
区
公
⺠
館
で
交
流
す
る
こ
と
を
⽬
的

と
し
て
始
め
た
の
が『
⼤
正
あ
お
ぞ
ら
市（
軽

ト
ラ
市
）』
で
す
。 

農
村
部
の
⾼
齢
者
が
朝

採
れ
野
菜
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
公
⺠
館

の
駐
⾞
場
に
出
店
し
、
共
働
き
夫
婦
が
⼦
ど

も
た
ち
と
買
い
物
に
来
る
こ
と
で
、
地
域
間

の
交
流
、
世
代
間
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
す

る
の
が
狙
い
で
す
。 

　

⼤
正
あ
お
ぞ
ら
市
、
⼤
正
地
区
運
動
会
、

夏
ま
つ
り
、
公
⺠
館
ま
つ
り
等
々
の
案
内
チ

ラ
シ
は
、
町
内
会
の
無
い
地
区
に
も
全
⼾
に

⼿
配
り
す
る
こ
と
と
し
、
更
に
、
⼤
正
⼩
学

校
、
世
紀
⼩
学
校
、
⾼
草
中
学
校
に
お
願
い

し
て
こ
れ
ら
の
案
内
を
⽣
徒
児
童
の
家
庭
に

配
布
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　

⼤
正
地
区
で
は
六
割
に
及
ぶ
⾃
治
会
に
参

加
し
な
い
世
帯
を
巻
き
込
ん
で
、
安
全
で
安

⼼
な
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

大正あおぞら市（軽トラ市）
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私
の
住
む
神
戸
地
区
は
旧
鳥
取

市
最
南
部
で
千
代
川
支
流
、
砂
見

川
の
源
流
域
か
ら
中
流
・
下
流
に

位
置
し
、
神
坂
か
ら
岩
坪
ま
で
十

ｋｍ
に
及
ぶ
中
山
間
地
域
に
七
集
落

が
点
在
し
て
い
る
約
二
百
戸
か
ら

な
る
地
区
で
す
。春
は
た
け
の
こ
、

夏
は
桃
、
秋
は
梨
・
柿
な
ど
農
産

物
が
多
く
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ

で
す
。

ジ
ュ
ー
ス
他
を
作
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

そ
れ
と
加
工
体
験
も
あ
り
、

パ
ン
、
豆
腐
、
五
目
お
こ
わ
、

か
き
餅
つ
き
、
か
き
餅
切
り
、

味
噌
作
り
な
ど
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
三
年

度
の
食
品
衛
生
法
に
伴
い
当

施
設
で
は
出
来
な
く
な
っ
て

い
た
加
工
品
の
味
噌
、
密
封

包
装
食
品
（
ケ
チ
ャ
ッ
プ
・

ゆ
ず
の
甘
煮
）、
漬
け
物
（
梅

干
し
・
ら
っ
き
ょ
う
）
が
令

和
六
年
度
に
は
営
業
許
可
証

を
取
得
し
販
売
を
再
開
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
と
多
く
の

皆
さ
ん
に
楽
し
く
利
用
し
て

頂
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
の
で
、
神
戸
地

区
以
外
の
方
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
し
、
地
区
同
士
の

交
流
の
場
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
過
疎
化
、

高
齢
化
、
少
子
化
が
進
み
、
人
口

減
少
に
伴
い
児
童
数
が
少
な
く
な

り
、
令
和
二
年
三
月
に
非
常
に
残

念
で
す
が
神
戸小

学
校
が
閉
校
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
跡
地
は
今
ネ

ク
ス
ト
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
ド

ロ
ー
ン
関
連
会
社
が
管
理
し
、
ト

リ
ノ
ス
神
戸
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
は
な
と
た
ね
」
な
ど
の
事
業
体

で
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
区
の
中
心
付
近

に
『
神
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
』

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
活
力
の
あ

る
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
市
役
所

と
地
区
民
の
寄
付
に
よ
り
建
設

し
、
平
成
十
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
加
工
施
設
で
す
。

そ
の
後
、
平
成
十
六
年
か

ら
鳥
取
市
と
の
協
定
に
よ

り
、
神
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
が
指
定

管
理
者
と
な
り
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。（
協

定
内
容
の
見
直
し
は
五
年

ご
と
）

　

こ
の
施
設
で
は
様
々
な

食
品
の
加
工
が
で
き
、
利

用
料
が
多
少
掛
か
り
ま
す

が
、
も
ち
や
お
こ
わ
、
味

噌
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
焼
肉

の
た
れ
、
パ
ン
、
豆
腐
、

神
戸
地
区

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

��
地
域
活
性
化

地
域
活
性
化

神
戸
地
区
区
長
会

神
戸
地
区
区
長
会

��

区
長
会
長

区
長
会
長
　　
大
下
武
夫

大
下
武
夫

キムチ作り

豆腐作り 味噌作り
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令
和
七
年
度

　
定
期
総
会

　

鳥
取
市
自
治
連
合
会
は
、
さ
る

五
月
十
五
日
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
各
地
区

よ
り
選
出
さ
れ
た
百
三
十
八
名
の

代
議
員
の
出
席
の
も
と
、
定
期
総

会
及
び
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
国
土
交
通
省

中
国
地
方
整
備
局　

鳥
取
河
川
国

道
事
務
所　

千
代
川
流
域
治
水
室

室
長　

清
綱
保
志
氏
を
お
迎
え

し
、「
千
代
川
の
河
川
事
業
に
つ

い
て
」
～
流
域
治
水
の
推
進
～
の

テ
ー
マ
で
、
気
候
変
動
に
よ
る
水

災
害
リ
ス
ク
の
増
大
に
備
え
る
方

策
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
土
橋
会
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
長
年
に
わ
た

り
町
内
会
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
地
区
会
長

や
町
内
会
長

等
を
務
め
て

退
任
さ
れ
た

三
十
九
名

の
方
々
に
対

し
、
鳥
取
市

長
及
び
鳥
取

市
自
治
連
合

会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
羽
場
副
市
長
及
び
星

見
市
議
会
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
後
、
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
城
北
地
区
の
吉
野
恭
介
氏
か

ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

市
政
概
要
で
は
、
谷
口
市
民
生

活
部
長
及
び
川
口
中
央
人
権
福
祉

セ
ン
タ
ー
統
括
主
査
か
ら
「
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
を
つ
く
ら
な
い
！
地
域

社
会
の
創
造
を
目
指
す
」
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
長
団
に
井
上
国
府
地

区
会
長
と
丸
山
醇
風
地
区
会
長
を

選
出
し
、
議
案
の
審
議
に
入
り
、

以
下
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・�

令
和
六
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告

・�

令
和
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
（
案
）

・
役
員
の
承
認

お求めは、各ネットショップにて
カイズファーム

TEL.0857-50-1112　https://www.kais-farm.com/

〒689-1121 鳥取県鳥取市南栄町34番地 （中央印刷株式会社）

鳥取県産
ブランド生

姜を
使った
生姜専門店 公式WEB インスタ

「楽天」「とっとり市」にも
出店しております

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会

�

の
動
き 

令
和
六
年
度

◆�

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
研
修
会

（
二
月
六
日
、
高
知
市
）

　

高
知
市
に
お
い
て
各
県
連
合
会

の
代
表
者
等
百
九
十
九
名
が
集
い

開
催
さ
れ
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合

会
か
ら
八
名
が
参
加
し
た
。
事
例

発
表
と
し
て
山
口
県
か
ら
「
自
治

会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
」、
高

知
県
か
ら
「
加
入
率
向
上
対
策
に

つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
取
組
み

に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
度

◆�

令
和
六
年
度
監
査
会

　（
四
月
四
日
、倉
吉
市
）

◆�
第
一
回
正
副
会
長
会

　
（
四
月
二
十
四
日
、倉
吉
市
役
所
）

◆�

令
和
七
年
度
総
会
及
び
研
修
会

（
五
月
二
十
七
日
、倉
吉
市
役
所
）

◎
総
会

・�

令
和
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
報
告
、
監
査
報
告

・�

令
和
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
（
案
）

・
役
員
選
出

　

会　

長　

近
藤　
　

豊（
米
子
）

　

副
会
長　

土
橋　

周
美（
鳥
取
）

　

副
会
長　

明
里　

利
彦（
倉
吉
）

　

理　

事　

角
田　

和
久（
米
子
）

　

理　

事　

端
下　

良
則（
米
子
）

　

理　

事　

足
立　

信
二（
米
子
）

　

理　

事　

戸
田　

隆
雄（
米
子
）

　

理　

事　

西
原　

牧
夫（
鳥
取
）

　

理　

事　

谷
口　

真
澄（
鳥
取
）

　

理　

事　

森
田　

松
雄（
鳥
取
）

　

理　

事　

稲
田　

宗
万（
鳥
取
）

　

理　

事　

山
本　

孝
久（
鳥
取
）

　

理　

事　

安
長　
　

章（
倉
吉
）

　

理　

事　

黒
川　
　

泰（
倉
吉
）

　

理　

事　

藤
井　

勝
彦（
倉
吉
）

　

監　

事　

松
本　
　

眞（
米
子
）

　

監　

事　

福
島　

雄
三（
米
子
）

　

以
上
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
研
修
会

　

テ
ー
マ�

「
ぬ
の
こ
谷
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
会
議
の
取
組
」

　

講　

師

　
�

ぬ
の
こ
谷
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
会
議

事
務
局

　

北
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

�
館
長　

岩
垣　

和
久　

氏

新　役　員

会
　
長

土
橋
　
周
美

副
会
長

西
原
　
牧
夫

副
会
長

谷
口
　
真
澄

副
会
長

森
田
　
松
雄

副
会
長

稲
田
　
宗
万

副
会
長

山
本
　
孝
久

監
　
事

石
本
　
昭
雄

監
　
事

小
谷
　
繁
喜

監
　
事

橋
尾
　
泰
博
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自
治
会
や
町
内
会
へ
の

加
入
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
活
用
し
、
よ
り
安

全
で
住
み
や
す
い
地
域
社

会
を
築
く
上
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
環
境
を
良
く
す
る

た
め
、
地
域
住
民
が
お

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
自
主
的
に

組
織
を
運
営
し
、
市
政
に
市
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
も

担
っ
て
い
ま
す
。
近
所
づ
き
あ
い

が
煩
わ
し
い
、
会
費
の
負
担
が
重

い
な
ど
加
入
を
た
め
ら
う
方
も
い

ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
こ
そ

頼
り
に
な
る
の
は
、
近
隣
住
民
や

町
内
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
広
報
委
員
長　

森
田　

松
雄
）

編 後集 記
家も、街も、未来も。
ヤマタグループ。

　

鳥
取
市
用
瀬
町
社
地
区
は
鳥
取
市
南
部
、
用

瀬
町
の
最
南
端
に
位
置
し
、
十
六
の
集
落
が
点

在
し
、
山
あ
い
を
流
れ
る
千
代
川
と
そ
の
支

流
・
安
蔵
川
の
流
域
に
約
九
百
五
十
人
が
暮
ら

す
中
山
間
地
域
で
す
。
東
に
は
洗
足
山
が
そ
び

え
、
夫
々
雄
大
な
景
観
を
伴
っ
て
貴
重
な
資
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
に
発
足
し
た
『
い
き
い
き
社

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
』
は
、“
守
っ
て
ゆ
こ
う 

残
し
て
ゆ
こ
う 

人
が
温
か
い
む
ら 

ふ
る
さ
と

「
や
し
ろ
」”
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
五
部
会
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
調
査
・
広
報
部
会
】

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
状
況
な
ど
に
つ

い
て
年
四
回
広
報
誌
を
発
行
し
、
地
区
の
皆
さ

ん
へ
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

【
安
全
・
環
境
部
会
】

　

地
域
防
災
の
充
実
、
環
境
美
化
や
地
球
環
境

保
全
事
業
、
見
守
り
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
健
康
・
福
祉
部
会
】

　

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
を
積
極
的

に
支
援
す
る
と
共
に
、
地
域
の
方
々
で
賑
わ
う

む
ら
ま
つ
り
を
毎
年
開
催
し
、
バ
ザ
ー
や
芸
能

発
表
な
ど
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
少
年
部
会
】

　

健
康
増
進
と
交
流
を
目
的
に
「
運
動
会
」「
洗

用
瀬
地
区

「
い
き
い
き
社

「
い
き
い
き
社��

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

��
協
議
会
」
の
活
動

協
議
会
」
の
活
動

　
い
き
い
き
社
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
い
き
い
き
社
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

��

副
会
長
　

副
会
長
　
山
下
和
彦

山
下
和
彦

いきいき社バス 健康ウオーク

足
山
登
山
」「
健
康
ウ
オ
ー
ク
」
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
健
康
ウ
オ
ー
ク
で
は
、
地
区

内
の
集
落
を
コ
ー
ス
内
に
取
り
入
れ
、
地
区
の

代
表
者
か
ら
集
落
の
歴
史
等
の
説
明
を
受
け
て

参
加
者
が
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

【
い
き
い
き
社
バ
ス
事
業
部
会
】

　

令
和
四
年
四
月
か
ら
、
共
助
交
通
「
い
き
い

き
社
バ
ス
」
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
路
線

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
な
い
集
落
内
を
走
行
す

る
定
期
運
行
を
行
い
、
買
い
物
、
通
院
、
通
学

等
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
道
路
の

幅
員
が
狭
く
、
今
ま
で
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
集
落
の
方
々
か
ら
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
閉
店
に
伴
い
定
期

コ
ー
ス
を
延
伸
し
、
町
外
の
ス
ー
パ
ー
に
ま
で

運
行
し
、
年
々
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
は
「
買
い
物
に
も
困
っ
て
い
た

が
、
重
い
荷
物
を
持
ち
バ
ス
停
か
ら
家
ま
で
歩

い
て
帰
る
こ
と
が
と
て
も
楽
に
な
り
、
嬉
し

い
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

の
一
人
暮
ら
し
の
方
か
ら
「
感
謝
の
手
紙
」
が

届
く
な
ど
運
行
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

バ
ス
利
用
者
の
買
い
物
等
は
食
料
調
達
だ
け

で
な
く
、
バ
ス
車
内
に

お
け
る
利
用
者
同
士
や

運
転
手
と
会
話
も
弾

み
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と

な
り
「
心
の
健
康
」
に

も
繋
が
り
、
バ
ス
の
運

行
が
役
立
っ
て
い
る
こ

と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。


